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ごみ収集車両運行管理システムの導入について 

（条例第 11 条「電子計算機処理の制限」について） 

 

◎は条例第 11 条第２項に該当 

 

【収集する情報項目】 

◎カメラ映像（パッカー車前方を通過またはすれ違う人物や車両等の画像等） 

・ＧＰＳ情報 

◎運転手のバイタルデータ（体温、血中酸素濃度、血圧、心拍、脈波等） 
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ごみ収集車両運行管理システムの導入について 

 

１．趣旨・目的 

  神戸市（以下,本市という。）の家庭系ごみ収集業務においては直営で市職員が担っており、

これまでごみ収集車両の安全運転、事故防止対策に努めてきたところであるが、依然として

収集中の交通事故が発生しており、速度超過等に起因する市民からのご意見や苦情の申し立

てを受けている。 

このような背景の中で，運行状況を正確に把握することで安全作業の徹底や作業効率の向

上を図るべく、本市ではごみ収集車両運行管理システムの導入を検討しており、導入効果等

を検証するため一部車両にモデル実施をする（モデル実施により、効果があると判断された

場合は本格実施する）。 

具体的には、点呼機器（体温計、血中酸素濃度計、血圧計、自律神経計）を活用し、運転手

の健康状態や疲労状態を把握する。また IoT ドライブレコーダーやモービルアイ（運行支援

装置）を活用し、危険な運転などが発生した場合に警告音を発報し、運転手に注意を促し、安

全運転をサポートすることも可能となる。 

また運行管理者は、車両の位置や状態をリアルタイムにチェックすることが可能となるこ

とにより、収集ルートの効率化を目指す。また、運転手への警告内容や、ドライブレコーダー

が捉えた危険挙動前後の動画を、クラウドを経由して運行管理者が状況把握することが可能

となる。さらに、運転指導に必要な情報を取得し、運転手の安全運転を定期的かつ定量的に評

価することにより、指導業務の効率化を目指す。 

 

２．運用の概要 ※文中の丸番号は「図 1：システム構成図または事業の流れ図」に対応 

（１）ドライブレコーダー（カメラ映像、ＧＰＳ情報） 

（ア）すでに設置しているドライブレコーダー４台（車両前方、後方、左方向、右方向）に加

えて、運行状況を確認するためフロントガラスに新たに１台設置する（①）。なお、既

存のドライブレコーダーはごみ収集車両運行管理システムの対象外（平成 26 年 8 月 5

日諮問済み）。 

（イ）エンジン稼働中のみドライブレコーダーが起動し、起動中のみ映像等を記録する。最 

 大約２週間程度の映像データが、ドライブレコーダー本体に挿入したＳＤカードに保  

存される（②）。 

（ウ）急発進・急ブレーキ等の危険な挙動が発生した際は、前後 10 秒、合計 20 秒の映像お

よび映像外の情報（日時・位置情報等）をクラウド上にアップロードして保存され（③）、

閲覧することが可能となる（④）。衝撃等重大な挙動を検知した際は運行管理者にメー

ルにて通知がされる（⑤）。運行管理者は、危険な挙動についてインターネットブラウ

ザ上の画面で上記の動画及び発生地点などがプロットされ、確認することができる。 

（２）点呼機器 ※体温計、パルスオキシメーター、血圧計、自律神経計（心拍、脈波等） 

（ア）出庫前及び帰着後に計測を行う。 

（イ）運転手のバイタルデータは、クラウド上にアップロードして保存し（⑥）、運行管理者 

が閲覧することが可能となる（⑦）。 
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 （ウ）記録したデータは最大２週間分、インターネットブラウザ上の画面で運行管理者は閲

覧することが可能となる。 

 

３．効果 

（１）安全運転の徹底 

運転手の健康状態や速度超過や急加速・急減速等などの危険運転を随時確認できるシステ

ムを導入することにより、運転者に対するデータに基づく客観的な指導を強化し，業務上の

交通事故を未然に防止する。 

（２）業務負担の軽減・業務の効率化 

収集車両ごとの運行状況をデータ化することで，収集ルートの変更時など，従来の煩雑な

業務運用負担の大幅な軽減や、市民からの問い合わせにも迅速に対応ができるため苦情の減

少が見込まれる。 

さらに、ごみ収集車両の運行状況について，リアルタイムにかつ正確に本庁所管課と各事

業所が管理することにより，業務の進捗状況やルートごとの収集時間を的確に把握し，より

効率的なごみ収集業務遂行が可能となる。 

  

４．実施時期 

  令和４年２月～３月でモデル実施を予定。 

   ※モデル実施により、効果があると判断された場合は本格実施する。 

 

５．設置台数 

  各事業所 1台 計 9台（モデル実施の場合） 

 

６．個人情報の保護 

 「神戸市個人情報保護条例」、「電子計算機処理に係るデータ保護管理規程」、「神戸市情報

セキュリティポリシー」に基づき、以下のとおり厳格に対処する。 

（１）システム上の保護 

  ① アクセスにはユーザーＩＤ及びパスワードの設定を行い、閲覧を関係者に限定する。 

② 情報閲覧許可端末には、ユーザーＩＤ及びパスワードを設定し、関係者以外には ア

クセスできないようにする。 

③ カメラ映像は必要に応じて、LTE 通信によりセキュリティレベルが確保できている外

部クラウドサービス上のサーバに転送するが、SSL（Secure Socket Layer）での HTTPS

通信により、データの暗号化を行うことで、他者からの接続を不可とする。 

④ 閲覧検索パソコンにはコンピュータウイルス対策ソフトウェアを導入し、常に最新の

ウイルス定義に更新し、コンピュータウイルス等に感染することを防止する。 

（２）運用上の保護 

① 閲覧・検索パソコンへのアクセスにかかるパスワードは定期的に変更する。 

② 管理者ごとに発行されたＩＤやＰＣ端末ごとに発行されたパスワードについては管理

を厳重に行う。 
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③ 個人情報の適正な取り扱いを確保するために、関係者に対して必要な研修及び指導を

行うとともに、個人情報の適正管理について点検を行う。 

④ 運用期間中、ＳＤカードは回収できないこととする。なお、ドライブレコーダー本体

には、個人情報は記録されていない。 

（３）委託先事業者にかかる情報の保護 

受託事業者との本業務契約期間終了後、本業務で取得した個人情報を含む全ての撮影し

た動画等や縮小した動画・静止画、解析データなどのデータを消去し、復元できない状態に

するよう本市が依頼し、受託事業者は書面にて報告する。 

 

 

図１：システム構成図または事業の流れ図 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①ドライブレコーダー 

の設置 

②SD カードにデータを 

保存（2 週間） 

イン

ター

ネッ

ト

③危険な挙動の前後 10 秒の 

データをアップロード 

SSL 通信 

・カメラ映像 

・ＧＰＳ情報 

FW 

※VDI：仮想デスクトップ 

⑤危険な挙動（急発進、

急ブレーキ等）が発生す

ると運行管理者に通知 

④危険な挙動 

データの閲覧 

⑥バイタルデータ 

のアップロード 

⑦バイタル 

データの閲覧 

SSL 通信 

電子メール 

FW 
点呼機器 

・体温計 

・パルスオキ

シメーター 

・血圧計 

・自律神経計 

 

点呼

用タブ

レット

端末 

5



図 2：ネットワーク構成図 

 
※データ閲覧画面のイメージ 

 

急加速などの危険運転や IoT ボ

タンなどの種類が表示されます 

発生場所が 

表示されます 

コメントに発生時の状況などを記載し、 

管理者への連絡や内部の情報共有に活かせます。 

置き場所が守られていない 
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・疲労判定のポイント 

点呼前にバイタル測定結果による客観値および個人の傾向値にて当日の体調・疲労の傾

向を定量的に総合評価し、事故リスクを事前予測が可能。 

 

 

管理者が、ドライバーごとの測定結果を閲覧・管理でき、過去 2 週間分の測定履歴・個体

差を考慮した判定とともに、アルゴリズムで検知されたヒヤリハットの予報を乗務前に確

認が可能。 
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